「無原罪のマリア様、私たちをお助けください！」1965年10月11日正午、コレジオ・ウルバノの大聖堂で、コレジオ関係者はじめ、全生徒の前でなされたこの短い祈りともに、130人の生徒がトレ・ロッサに向けて出発しました。こうして、まだ当時完成はしていませんでしたが、生徒が住めるところまできていた建物において、哲学科がスタートしました。
事実、1931年にジャニコロの丘の一角に建てられた教皇庁立コレジオ・ウルバノは、様々な宣教の事情により急激に増え続けていた、ローマでの神学生養成の申請を受け入れるには十分ではありませんでした。教皇庁の福音宣教省“デ・プロパガンダ・フィデ”は、過大な共同体を避けるため、教皇庁立コレジオ・ウルバノを神学科生徒の宿舎とし、哲学科の生徒のために新しい宿舎を建設することを決めました。
こうして教皇庁立“コレジオ・ミッショナリオ・インテルナツィオナレ・サン・パオロ・アポストロ”はトレ・ロッサ通りに建立され60年代のはじめに開校しました。当時の福音宣教省長官、グレゴリオ・ピエトロ・アガジアニアン枢機卿のもと、福音宣教省によって計画、建設されましたが、それは神学生養成のため、少しでも多くの学生をローマに派遣したいという、宣教に奉ずる司教の要求に応えるためでした。1965年12月3日、教皇パウロ6世により“教皇庁立・福音宣教省・コレジオ・ウルバノ哲学科”として正式にスタートしました。コレジオの聖堂の中で行われた講話の中で教皇パウロ6世は、開校式がちょうどフランシスコザビエルの祝日に重なったことを強調され、世界の未来はたとえそこに立ち込める闇の中にあっても、世界の人々の救いのため自分自身の人生を捧げる覚悟のある寛大で勇気のある若者たちがいる限り希望に満ちていてゆるぎないものである、とおっしゃられました。そして学生が、司祭職へ向けての養成の日々の中で、教会自らが彼らに対して抱いている期待にしっかり応えるために費やすであろう惜しみない努力を確認されました。その後、いつの時代の宣教においても第一の宣教の保護の聖人である、使徒聖パウロの取次ぎにより、彼ら一人ひとりの上に天上の知恵の恵みが豊かに注がれるよう願われました。コレジオの大聖堂はこの使徒聖パウロと、福音宣教における熱意と忠実の模範である聖フランシス・ザビエルの二人の聖人に捧げられています。
しかし1974年7月4日、コレジオは閉鎖され、ローマ教区の管轄に置かれます。この時“エマウスの村”と名づけられ、会議や交流のため、また1975年の聖年に際し、全世界から訪れた様々な団体や巡礼団を歓待するために使われました。この時生徒はコレジオ・ウルバノに戻っていました。
1977年、福音宣教省は再びコレジオとしてスタートさせます。それは福音宣教省の管轄にある世界各国の教区から、宗教、科学の様々な学科において、修士号、博士号修得のためローマの諸々の大学で勉強する生徒を受け入れるためでした。またローマでの資格修得後、それぞれが自国に戻り、神学校の養成者として、あるいは司牧上の職務において、あるいは司教から任命された種々の任務において、身につけた学問を有効に生かすという目的のためでした。
こうして4月21日、公式に“コレジオ・ミッシィオナリオ・インテルナツィオナレ・サン・パオロ・アポストロ”が開校され、コレジオ・ウルバノの生徒が再びトレ・ロッサ通りにやってきました。同年12月17日、教皇パウロ6世は教皇勅令をもってコレジオに“教皇庁立”のタイトルを授けられました。この年が実際、神学生が在校した最後の年になりました。それはその次の年度から学生司祭だけに限られるようになったからです。

1980年10月18日、コレジオのホールでマザーテレサによる、「よき司祭の資質」と言うテーマで講演が開かれました。

1981年1月、「聖パウロの回心」の祝日に教皇ヨハネ・パウロ2世来校という大きな名誉をいただきました。聖なるミサ、それに続く夕食の後、教皇様は“教会の一致”、“知恵の座”である聖母マリアの支えによって、実り豊かな学業に専念するよう学生を励まされました。
時の経過の中で多数の校長がコレジオの監督に当たりました。初代校長としてマッシミリアーノ・ジェゼルニック神父様が赴任され、霊的指導司祭ジェーン・サルガノ神父様が彼を助けられました。メダルド・カイタキグバ神父様、マリオ・ピッザバッラ神父様の二人もそれぞれ副校長として働かれました。1965年3月31日に校長に任命されたジェゼルニック神父様は1972年まで校長職を務められました。その後、ペッレグリーノ・ロンキ神父様(現、カステッロ教区の名誉司教)が1972年から1985年までこの任務に当たり、1985年から1991年まではフランチェスコ・パベセ神父様（ミッショナリ・デラ・コンソラータ）に引き継がれました。1991年から1992年の一年間は、デリロ・ルカレッリ神父様(現、リエティ教区司教)が校長として指導に当たられました。その後1992年から2007年までこの任務はジョセフ・クック神父様(無原罪のマリア・オブレート会)に委ねられました。2008年1月に、南アフリカのクワンズル・ナタル県、セダラの聖ヨセフ神学研究所で1999年から所長として勤められていたダニエル・コリジン神父様(無原罪のマリア・オブレート会)が校長として任命され、現在に至っています。
